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??
　平成十五年四月十日の読売新聞にカタカナ語に関する世論調査の結果が発表されてい
る。それによると、カタカナ語をふだんの生活でどれくらい使っているかという質問に対
して、よく使う17パーセント、時々使う43．7パーセント、合わせて61パーセント近い人
が使っていると答えている。これに対して、ほとんど使わない11．2パーセント、あまり使
わない27．1パーセント、合わせて28パーセントで、使う人が使わない人の倍以上を占め
ている。この数字は、カタカナ語がさまざまな問題を含んでいるにしても、すでに日本語
の」部になっていることを示していると言ってよい。カタカナ語が多すぎて困るという意
見もあるが、60パーセント以上の人がカタカナ語を使っている以上、これを知らないで
は生活に支障をきたすことにもなりかねない。
　このような社会状況を反映して、俳句においても近年、カタカナ語を使った俳句が次第
に増えてきている。手元にある俳句雑誌の中から無作為に5誌を抜いて調べてみると、作
品欄の最初の100句中、カタカナを用いた句の数は、
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となり、平均して1誌あたり12句、12パーセントである。つまり、俳句が10句作られる
と、そのうち1句以上がカタカナ語を使っているということになる。これは、上記の読売
新聞の調査と比べると低いが、俳句という伝統文芸という制約を考えると、むしろ高いと
言える。丁度10年前に同じような調査をした時には100句あたりの1誌平均は8句で、8
パーセントであったから、1〕この10年で4ポイント、5割も増えている。
　カタカナ語の増加は近年の著しい国際化を反映したもので、この傾向は今後ますます強
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まるとしても弱まることはないであろう。
　カタカナ語は高齢者にとってはなじみにくい一面があるが、現代の生活においては不可
欠のものであり、これなしに生活することは不可能に近い。とすれば、問題はそれをどう
受け入れ、どう活用するかであろう。伝統文芸といわれる俳句においても、この問題を避
けて通ることは出来ない。
??
　外来語は俳句でどのように使われているのであろうか。まず、その歴史を探ってみよ
う。楳垣実氏によると、最初に俳句で外来語が使われたのは慶安元年（1648）で、作者は
貞室だという。2〕楳垣氏のいう『風俗書林』という本を図書館で探して調べてみると、小
泉迂外氏の「古俳書に現れたる外来語」ヨ〕という文章の中に、最初に外来語を用いた句と
して
　　　黒船はえげれす船のあい近み
が紹介されている。えげれすはイギリスのことで、当時、オランダしか国交がなかったの
に「えげれす」という語が、早くも庶民の間に使われていたというのは面白いが、句は
　　　　かたきもつ身のなと油断なる
という連句の付け句で、季語もなし、俳句とはいえない。しかし、連句も含めた俳講とい
うことであれば、この句が外来語を用いた最初の例ということになるであろう。
　季語をもったいわゆる俳句として最初に外来語を用いたのはやはり芭蕉のようである。
　芭蕉は
　　　甲比丹もつくばはせけり君が春
という句を延宝七年（1679）頃に作っている。4〕甲比丹はカピタンで、オランダ語の
kapiteinに漢字を当てたものである。江戸時代に長崎の出島に来ていたオランダ商館の長
で、延宝の頃は毎年三月」日に江戸に来て将軍に拝謁し、献上物を捧げた。句はそれを詠
ったものである。「つくばはす」は平伏させるということで、「長崎のオランダ官長も平伏
させた。将軍の威光はまことにさかんで、めでたいものである」というのが句意である。
句としては、内容に乏しく、優れた句とは言えないが、「甲比丹」という当時の新しい題
材を取り入れた、いわゆる‘流行’の句として際立っている。
　芭蕉は「新しみは俳諾の種なり」と言っているが、5〕この句はまさにその言葉どおりの
1）　『英文学』68号、早稲田大学英文学会、平成5年、pp．145～148
2）『外来語研究』平野書店、昭和13年、p．293
3〕『風俗志林」第2巻第1号、風俗研究会、明治45年、p．17
4）加藤椴邨『芭蕉全句」上巻、筑摩書房、昭和44年、p．82
5）岩波文庫『三冊子』岩波書店、1939年、p．103
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作と言える。
　芭蕉にはさらにもう一つ外来語を用いた句がある。延宝七年の
　　　阿蘭陀も花に来にけり馬に鞍6〕
という句で、これもオランダを題材にしている。阿蘭陀はオランダで、「オランダ人も江
戸へ花見にやって来た。自分も出かけるので馬に鞍を置きなさい」というのが句意。オラ
ンダ人は将軍に献上物を捧げるためにやって来たのだが、花を見に来たともじって興じて
いるのである。当時の日本は鎖国をしており、オランダ人だけが通商を許されていて、年
に一度の上府の折の行列は、物珍しく、異国人をひと目見ようと、見物の人が大勢集まっ
て賑ったという。芭蕉がその行列を実際に見たかどうかは解からないが、話には聞いてい
たであろう。前句といい、この句といい、新しいもの、珍しいものに対する芭蕉の好奇心
が見えていて楽しい。
　芭蕉というと『古池や蛙とびこむ水の音』が有名で、古臭いというイメージが強いが、
山本健吉氏もいうように、7〕実は新しがり屋で、こうした新しいものに対する関心が芭蕉
俳句の変遷の原動力になっていたともいえる。
??
　江戸時代に外来語を用いた俳句は芭蕉だけかと思っていたが、調べてみると蕪村にもあ
った。しかも、1句ではなく、2句もあり、数の上でも芭蕉と同じというのはまったく意
外であった。
　　　硝子の魚おどろきぬ今朝の秋副　　　　蕪村
　　　硝やこれも籟秋の風9〕
「びいどろ」はbidroでポルトガル語のガラスのこと。「硝子」「硝」の字を当てているが、
同じものである。「びいどろ」は室町末期に渡来したオランダ人によって長崎に伝えられ
たというが、陶器しか知らなかった日本人にとって、透明なびいどろは驚異の的であった
に違いなく、びいどろ製品は高級晶、いわゆる当時のブランドとして珍重されたであろう
ことは想像に難くない。「びいどろの魚」は、びいどろ製の魚、つまり、ガラスの魚とも
とれるが、内容から考えると「びいどろの魚」はびいどろ製のというより、びいどろ製の
鉢と考えたほうが自然だし、句の内容に合っている。つまり、びいどろの鉢の中の魚が驚
いたように動いた。その動きを見て、鉢の魚も今朝の寒さを感じたのだろうか、と興じた
のである。実際に寒さを感じたのは作者なのだが、ガラス器の中の魚の動きにそれを転じ
6）加藤漱邨『芭蕉全句』上巻、筑摩書房、昭和44年、p，89
7）山本健吉『芭蕉全発句』上巻、河出書房新社、昭和49年、p．69
8）古典俳文学大系『蕪村集』集英社、昭和47年、p．153
9）　同上、p．154
たのが、この句の面白いところで、蕪村らしい技巧の冴えが見えている。蕪村にはこれと
似た句で
　　　秋たつや何におどろく陰陽師1ω
がある。同工異曲の句だが、この句の方がよく知られている。しかし、句としての面白さ
から言うと、前者のほうが、ひねりが効いていて、面白いと思う。なにより、「びいどろ
の魚」が新鮮だと思う。「陰陽師」の句は仕立てとしては面白いが。作為が見えすぎてい
て、実感が乏しい。
　2句目の「籟」（ふきもの）は「吹きもの」、つまり、吹いて音を出す楽器、笛のこと
で、ここではぽっぺんのようなものであろう。ぽっぺんはガラスの塊を吹いてふくらませ
たガラスの球で、口を吹くと、「ぽっぺん」と音のする遊具である。
　ガラスの金魚鉢やぽっぺんのようなものが、蕪村の時代にすでに京都にあったというこ
とは意外だが、そうした当時の文化が俳句によって分かるというのも、怪我の功名かもし
れない。
　ところで、先の芭蕉の句と蕪村の句とを比べてみると、同じポルトガル語を用いていな
がら、そこに両者の違いが感じられて面白い。
　外来語を最初に俳句に用いた先駆者の栄誉は芭蕉にあるが、「甲比丹」は異国人で、し
かも、長崎から江戸にやって来た旅人である。芭蕉の身近の存在ではない。それに比べて
「硝子の魚」「硝」は二つとも、蕪村の身の回りにあるものである。そこに芭蕉と蕪村の時
代のへだたり、または異国文化の入り口である長崎との距離の違いが現れていて興味を引
かれ乱芭蕉の時代にはまだ、江戸には「硝子の魚」や「硝」はなかったに違いない。あ
ったにしても一般人の目には触れなかったであろう。
　芭蕉にはもともと異国への憧れがある。『おくのほそ遣』の旅の後、芭蕉が目指したの
は西国への旅で・その旅の最大の目的地は長崎だった。芭蕉は旅立ちの見送りにきた門人
達に「この度は西国にわたり長崎にしばし足をとめて、唐土舟の往来を見つ、聞馴ぬひと
の詞も聞かん」と言ったという。1l〕芭蕉はその願いを果たさず、大阪で没する。また、芭
蕉はすでに出発の時から病弱であったから、本当に自分が長崎までいけるとは思っていな
かったかもしれない。しかし、長崎に行き、異国の舟を見、異国の言葉を耳にしたいとい
う思いに偽りはなかったであろう。「加比丹」の句は、その根底にそういう芭蕉の思いが
あって生まれたものだと思う。
　一方、蕪村の句は、身の回りの素材を取り上げただけで、その根底に芭蕉のような異国
への憧れがあるわけではない。その詠みかたは
　　　牡丹散て打重なりぬ五六片
10）　同上、p．53
11）　『校本芭蕉全集』9、富士見書房、平成元年、p．325
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　　　朝がほや一輸探き淵のいろ
などと発想の契機は同じと言ってよい。ただ、「硝子」や「硝」に対する興味、つまり、
新奇なものに対する興味はあったであろう。しかし、それは、例えば
　　　河童の恋する宿や夏の月
　　　戸を叩く狸と秋を惜しみけり
といった伝奇趣味、あるいは
　　　お手討ちの夫婦なりしを更衣
　　　鳥羽殿へ五六騎急ぐ野分かな
などに見られる懐古趣味などと軌を一にするもので、新奇なものへの興味であって、それ
以上に一歩も出るものではない。
　芭蕉は西国への見果てぬ夢を辞世の一句として残した。
　　　旅に病で夢は枯野をかけ廻る
この句は一般的に、旅への思いを断ち切れない句として解されているが、その旅とは、西
国への旅だったのではなかろうか。
　芭蕉は並外れて好奇心の強い人であった。若くして江戸に出て来たことも、わざわざ鹿
島まで月を見に行ったことも、はては奥の細道まで旅に出たことも、みなその好奇心のな
せる業だったといってよい。『おくのほそ道』の旅を終えたあと、芭蕉が次の旅行地とし
て西国を目指すのは当然だが、ただ西国に行けば良かったのではない。芭蕉は長崎へ行き
たかったのである。そして異国の舟を見、異国の言葉を聞きたかったのである。
　芭蕉のこの長崎への関心、異国への憧れが、いつ、どうして芽生えたのかは知る由も無
い。言えることは、この思いは「加比丹」や「阿蘭陀」の句を作っていた延宝の頃、すで
に芽生えていたということである。「旅に病で」の句はその延長線上に生まれたものであ
る。
4．
　明治になると、俳句に使われる外来語に一つの変化が現れる。それは外来語がカタカナ
で表記されるようになるということである。
　　　ラムネの栓天井ついて時鳥　　　　　子規
明治になって、だれがどのような句で最初に外来語を使ったかは調べようも無いが、期間
を正岡子規（1867～1902）以降に限定すれば、上の子規の句がその最初の句である。こ
の句は明治二十四年に作られた。12〕「ラムネ」は英語のレモネード（remonade）が転化し
12）　『子規全集』第一巻、講談社、昭和50年、p．30
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たものだが、すでにこの頃そのような転詑が起こっていたということは、ラムネがかなり
一般的な飲み物として普及していたということであろう。江戸時代の芭蕉の句に用いられ
た外来語は外国人の地位を表わす言葉である。蕪村のそれは身の回りの物の名前であった
のに対し、子規のそれは飲み物だということに興味が湧く。明治維新の後、西洋のさまざ
まな文物が日本に入ってきた。それらのものの中で、俳人の目にまず留まったのがラムネ
であった。新しがり屋の子規は、この西洋の風変わりな飲み物に強い興味をおぼえたので
あろう。「ラムネの栓天井ついて」はいくらなんでも大げさだが、ラムネの栓をぽんと抜
いた時の子規の驚きとはしゃぎようがよく伺える。「時鳥」という季語はその驚きを表す
ものであろう。「時鳥」は夏の季語で、「ラムネ」とは季重なりだが、ラムネが季語として
使われるようになるのはずっと後のことで、当時はまだ季語とはみなされていなかったで
あろう。何しろ、この句ではじめて使われたのだし、もしかしたら、子規がこの句を作っ
たのは、ラムネを初めて飲んだときかもしれない。多分子規は、俳人の中で一番最初にラ
ムネを飲んだ人だったのではなかろうか。
　子規が俳句を作り始めたのは、明治十八年で、7句作っている。13〕それから六年後に初
めて外来語を用いた俳句を作ったことになる。因みに、この年の子規の句は231句で六年
前に比べて格段に増えている。その前年には53句であるから、明治二十四年は子規の俳
句への意欲が大きく盛り上がった年だったと言える。「ラムネ」の句は、そういう盛り上
がりの中から生まれたものである。
　子規の作句数は次の年になると1665句と爆発的に増える。その中で外来語を用いた句
は次の1句である。
　　　ビール苦く葡萄酒渋し薔薇の花
最初がラムネで次がビールというのが面白い。「葡萄酒」は外来語ではないが、外国から
もたらされた飲み物である。ラムネやビールがそのまま原語で用いられているのに対し
て、葡萄酒だけが日本語に訳されて使われているのがおかしいが、これはラムネやビール
が明治以後日本に入ってきたのに対し、葡萄酒はすでに室町時代末期には日本に入ってき
ており、「葡萄酒」という訳語はその頃からあったのではないかと思われる。しかし、こ
れは私の推測で確証はない。
　子規は後年、日清戦争に従軍記者として志願したりして国粋主義的な一面をも持ってい
るが、この頃はアメリカから入ってきたべ一スボールに熱中したり、イギリスの哲学者ス
ペンサーの著書を読んだりして、新しいものに対する関心が強かった。ラムネやビールの
旬を作ったのも単なる偶然ではなく、そういう関心と一体のものだったと思われる。さら
に言えば、そういう新しいものへの関心が、やがて俳句革新へとつながっていったのでは
13）同上、p．7
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なかろうか。子規の外来語俳句にその萌芽をみるような気が、私にはするのである。
　二十五年には、実はもう一つ、外来語を用いた句が子規にある。
　　　陽炎やセントヘレナのしま一つ14〕
この句には「那翁伝」と前書きがついている。「那翁」とはナポレオン（Napo16on
Bonaparte1769～1821）のことで、彼がセントヘレナに島流しになったことを句に詠んだ
ものである。ここにも子規の新しいものへの関心が見えている。しかし、この句は句集に
は収録されず、抹消されている。
　このあと、子規はしばらく外来語を用いた句を作っていないが、明治二十九年になると
再び使い始め、この年には次の4句を作っている。
　　　ふらんすに夏痩せなんどなかるべし
　　　とんねるに水踏む音や五月闇
　　　草茂みべ一スボールの道白し
　　　八人の子供むつましクリスマス15〕
「ふらんす」「とんねる」がひらがなで表記されているのが注目される。芭蕉、蕪村の時代
は外来語は漢字を当てて表記していた。明治に入って、子規はそれをカタカナで表記した
が、ここでひらがなを用いたのはカタカナかひらがなか迷いがあったのであろう。しか
し、このひらがな表記はこの2句だけで、3句目からはまたカタカナに戻り、以後は最後
までカタカナで通している。
　子規と同時代に俳句を作っていた夏目漱石（1867～1916）は明治二十八年に外来語を
用いた次のような俳句を作っている。
　　　裏返す縞のずぼんや春暮るる16〕
ここでは外来語のズボンOupon仏）がひらがなで書かれている。漱石と親しかった子規
はあるいはこの句を見て、外来語をひらがなで書くことに興を覚え、自分もそれを試みた
のかもしれない。漱石は明治三十一年にも外来語をひらがなで表記した句をもう一つ作っ
ている。
　　　かんてらや師走の宿に寝つかれず17〕
「かんてら」はオランダ語のk㎝de1aarが転言化したもので燭台のこと。明治以後、鉱山や鉄
道などで使われたが、近年廃れて見られなくなった。
　漱石も外来語をひらがなで表記したのはこの2句だけで、以後はカタカナを用いてい
る。子規と漱石という、この時期を代表する文学者が、軌を一にして、同じように外来語
の表記をしていたというのは、偶然とは思われない気がする。親しかった二人は、何かの
　14）　同上、p．431
15）　同上第二巻、p．469，479，513，599
ユ6）『漱石全集』第17巻、岩波書店、1966年、p．5817）同上、p．248
ユ7）　同上、p．248
折に外来語の表記について議論しあい、意見を交し合っていたかもしれない。
　この頃になると、使われる外来語も日常生活全般に広がってくる。特に面白いのはべ一
スボールの句があること。周知のように、子規は第一高等学校以来、野球に熱中していた
時期があった。baseballを「野球」と和訳したのは子規だとの説もある。これはその頃を
回想して作ったのであろう。「べ一スボールの遭自し」は、塁と塁の間の走路のことで、
ランナーが走るのでそこだけ草が消え、白い道になっていることを言ったものであろう。
まさに、「草野球」の球場である。
　三十年になると、外来語を用いた句は飛躍的に増え、11句となる。三十一年にはさら
に増え、18句、三十二年には10句、三十三年には8句、三十四年には4句、そして亡くな
る年の三十五年にも3句作っている。これらの句を全部合計すると、子規が生涯に作った
外来語を含む句は53句になる。これは明治という時代を考えると相当な数である。どの
ような外国語が使われているか列挙してみよう。
　ラムネ（lemonade＝英）3、ビール（beer＝英）1、トンネル（tmne1＝英）1、べ一ス
ボール（baseba11＝英）2、クリスマス（Christmas：英）2、パノラマ（panorama＝英）
1、ビードロ　（bidro＝ポ）、ランプ（lamp＝オ）5、ニコライ　（nikolai＝口）1、フランス
（France二英）2、ケットー（blanket＝英）2、ストーブ（stove＝英）2、メリヤス
（merias＝ス）1、テーブル（table；英）2、ホテル（hotel＝英）1、ハネムーン
（honeymoon＝英）1、ボート（boat＝英）1、ローンテニス（lawn　temis＝英）1、ジャ
ポン（za㎜boa・・ポ）2、ぺん（pen＝英）1、インキ（ink：英）1、カンテラ
（kandelaar＝オ）1、ガラス（glass＝英）11、カナリア（canaria＝ポ）2、アンペラ
（amparo＝ポ？）1．ザボン（zamboa：ポ）1、バナナ（banana＝英）1、チョッキ
（jaque＝仏）1、ハンケチ（handkerchieト英）1、ピアノ（piano＝英）1、ハロ（ha1o＝
英）1、パン（Pao＝ポ）ユ
　注1．カッコ内は語源を、数字は使用度数を示す。
　注2．カッコ内の略字は国語名を指す。英＝英語、ポ＝ポルトガル語、オ：オランダ語、ロニロシア
　　　語、ス＝スペイン語、仏＝フランス語。
　最も多いのがガラスで11句、次がランプで6句。この二語が群を抜いており、他は1，
2句となっている。アンペラに「ポ」として’？’が付いているのはマレー語から来ている
という説もあるからである。1君〕
　ガラスは明治になって日本建築に取り入れられ、日本住宅の様相を一変させた。ガラス
窓というのは、明治の人達にとっては西洋的なものの代表だったであろう。畳は残ったが
窓はたちまちのうちにガラスになった。これほど日本人の生活を変えたものはないといっ
18）『コンサイス外来語辞典』、三省堂、1987年、p．68
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てもいい。子規の外来語を用いた句の中で、ガラスが最も多かったというのも、そういう
世情を反映してのことであろう。次に多かったのは、ランプだが、これもそれ以前のロウ
ソクに変わって、日本人の生活を一変させた。夜が格段に明るくなった。やはり、詠まれ
た句の数が多いのも肯ける。
　この一覧表を見て、まず感じることは、何といっても、子規が使った外来語の多種多様
なことである。このことは、子規の好奇心の旺盛さを示すと同時に、子規の教養の幅の広
さを示しているといえる。この時代、どれだけの外来語が日本で使われていたかは分から
ないが、子規の使用したこれらの外来語を見ると、その大方が使われていたのではないか
と思いたくなる。
　子規の使った外来語でもう一つ気のつくことは、外来語の国籍の多様なことである。芭
蕉や蕪村はポルトガル語とオランダ語の二ヶ国語だったが、子規はこれら二ヶ国語に加え
て英語、ロシア語を使い、特に英語の数が多いのが際立っている。このことは明治維新に
よる英国の文物の急激な流入を示していると同時に、いよいよ日本に国際化の時代が到来
したことを物語っている。明治維新による開国は単に政治経済のみならず、文化や言語の
面にまで、大きな影響をもたらしたことが解る。
　明治二十年代の終わりから三十年代の初めにかけては、子規の俳句活動の最も活発な時
期であった。外来語を用いた俳句がたくさん作られたのは丁度その時期と重なる。外来語
を俳旬に取り入れたのも、子規の俳句革新の一つだったと言える。
　子規が多くの外来語を俳句の中で使ったのに対して、子規の後継者となった高浜虚子
（1874～1959）はほとんど外来語を使っていない。
　虚子の最初の句集『五百句』19〕について調べてみると、全500句中、外来語を使ってい
るのは次の六句のみである。
　　　コレラ怖じて鯖麗に住める女かな
　　　コレラ船いつまで沖に繋りゐる
　　　コレラの家出し人こちへ来たりけり
　　　北風や石を敷きたるロシア町
　　　セルを着て病ありとも見えぬかな
　　　バス来るや虹の立ちたる湖畔村
　　　川を見るバナナの皮は手より落ち
『五百句』は明治十七年から昭和十年までの句を収めているが、外来語を用いた句は明治
時代に1句もなく、最初に現れるのは大正三年である。これは虚子が作句を始めてから三
十年目になり、外来語に対する虚子の出足の遅さと同時に無関心をも表している。外来語
19）　改造社、昭和12年
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に関心の無い虚子が外来語を使ったのは外来語に関心があったからではなく、コレラとい
う’病気に関心があったのである。コレラはもともとインドの風土病で、十九世紀から世界
各地で蔓延し、日本でも1822年に流行し、恐れられた。外来語の嫌いな虚子がコレラの
句を3句も作っているというのが、コレラに対する当時の人々の恐怖と、虚子白身の関心
の高さを示していて、興味深い。
　『五百句』の中で二度日に外来語の句が現れるのは大正十三年である。虚子は大正十三
年九月三十日から十一月五日まで朝鮮、満州に旅行した。これはその旅から帰って「帰京
歓迎会」で出された句である。虚子はこの前にも明治四十年に朝鮮に旅しているが、この
時の句は『五百句』には無い。子規が満州に従軍した時、多くの句を作って残したのと対
照的である。
　子規は「ラムネ」とか「ビール」、あるいは「クリスマス」「べ一スボール」といった外
国から入ってきた飲み物、スポーツ、行事といった新しいものを俳句に詠んだ。それが子
規の俳句に外来語が多い理由である。子規には新しいものに対する好奇心があった。それ
に対して、虚子には新しいものに対する関心が全くといっていいほど感じられない。虚子
は自ら「守旧派」をもって任じていたが、それは裏返せば、新しいものに対する無関心と
いってもよい。外来語の俳句が少ないのもその一つの現れである。虚子が外来語を俳句に
用いたのは、その外来語に興味を引かれたからではなく、それがたまたま、句を詠む上
で、必要だったからである。虚子の句の中で、外来語は日本語と同じように使われてい
る。子規のように外来語を特別なものとして注目し、興味を抱いて使っているのではな
い。
　このことは、虚子の第二句集『五百五十句〃を見ると、さらにはっきりする。『五百
五十句』は昭和十一年から十五年までの句を収めている。そのうち、外来語を用いた句は
23句ある。550句の中の23句といえば、『五百句』の申の8句に比べると増えているが、
その大部分は昭和十一年に集中している。この年、虚子は二月十七日より六月十一日ま
で、ヨーロッパに旅行し、その時の句、40句を句集に収めている。そのうち15句に外来
語が用いられている。外来語といっても多くは地名で、15中、実に11句に用いられてい
る。
　　　上海の翼るる波止場後にせり
　　　春潮や窓一杯のローリング
　　　顔しかめゐる印度人町暑し
　　　著飾りて馬来女の跣かな
　　　裸なる印度ますらを幸きくあれ
20）　桜井書店、昭和18年
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　　　稲妻のするスマトラを左舷に見
　　　舟橋を渡れば梨花のコブレンツ
　　　両岸の梨花にラインの渡し舟
　　　夜語遂に句会となりぬリラの花
　　　倫敦の春草を踏む我が草履
　　　春の寺パイプオルガン鳴り渡る
　　　ハンカチの蝶と細りて尚振れる
　　　スコールの波窪まして進み来る
　　　亘りたるリオ群島は屏風なす
　　　上海の梅雨懐かしく上陸す
この40旬の中には、外国の地名以外に日本語の地名を用いた句も6句あり、これを加える
と地名の句は、40句中17句となる。旅行吟の場合、地名を入れて句を作るのは、芭蕉も
やっているし、あながち否定されるべきではないが、40句中16というのはいかにも多す
ぎる。
　ヨーロッパは虚子にとって初めての旅で、ましてや海外旅行などまだほとんどなかった
時代のことで、いわば見るもの聞くもの珍しいものばかりだったと思われるが、これらの
句をみるかぎり、そうした異国の風物に虚子はほとんど興味を抱かなかったようである。
というより、初めての異国にさすがの虚子も句に詠みあぐんだのかもしれない。しかし、
いずれにせよ、外国での句が地名ばかりというのは、虚子の句としては甚だ物足りないと
言わざるを得ない。
　虚子の地名の句で興味を引かれるのは、地名の表記が二つに分かれていることである。
一つは地名を漢字で表記し、カタカナでルビを振ったもの。「上海」「印度」「馬來」「倫
敦」などである。「上海」は中国語で、現地でも表記は変わらないが、他は原語の発音に
似た日本語の当て字を使っている。
　外国の地名に日本語の当て字をすることは第二次大戦以前は普通のことで、たとえば
「紐育」（ニューヨーク）、「桑港」（サシフランシスコ）、「巴里」（パリ）、「西班牙」（スペ
イン）、「伊太利亜」（イタリア）等々、挙げればきりがない。地名ばかりでなく、外来語
はみな日本語で表記する場合は、日本語に翻訳するか、または日本語で当て字するか、ど
ちらかであった。江戸時代の「甲比丹」や「硝子」は当て字だし、明治以後の「野球」、
「麦酒」、「煙草」などは原語から翻訳したものである。ただ、当て字も翻訳も完全なもの
ではなく、どうしても当て字できないものや、翻訳できないものは原語のまま残った。そ
れがカタカナで表記されたのである。外来語が少ない時代は、当て字や翻訳で済んだが、
時代が進むにつれて外来語の数が増えてくると、それが間に合わなくなり、次第に原語で
表記するカタカナ語が増えてきた。また、当て字されたり、翻訳されたりした外来語は、
一般的に頻繁に使用されるものが多く、あまり使われないものは原語のまま残ったという
こともある。
　虚子の外国地名のうち、カタカナで表記された「スマトラ」、「コブレンツ」、「ライン」、
「リオ」の四語は、上のような事情で原語のまま表記されたと思われる。
　次の年の昭和十二年には外来語を用いた句は次の5句である。
　　　歌留多とるみな美しく負けまじく
　　　倫敦の濃霧の話日向ぼこ
　　　伊太利の太陽の唄日向ぼこ
　　　マスクして我と汝でありしかな
　　　ユーカリを仰げば夏の日の幽か
ここでも、当て字と原語が混在している。
　虚子の第三句集『六百句』別〕には外来語を用いた句が全部で18句収められている。ここ
で注目されるのは、18句のうち17句がカタカナで表記され、当て字の句は1句しかない
ということである。用いられているカタカナは次のとおりである。
　ポスター（poster＝英）1、エプロン（apron＝英）1、ベンチ（bench＝英）2、マスク
（mask＝英）3、タービン（turbine＝英）1、ヨットクラブ（yachtclub＝英）1、ボート
（boat＝英）1、ハンケチ（handkerchief＝英）1、マッチ（match＝英）1、キャラメル
（carame1＝英）1、クローバー（c1over＝英）1、ハンドバッグ（handbag＝英）1、ラジ
オ（radio＝英）1
　当て字が使われているのは
　　　硝子戸におでんの湯気の消えてゆく
の1句だけである。「硝子」は外来語の中で最も早く俳句で使われ、一般社会でも頻度の
多い語なのに、この時代になっても依然として当て字が使われているのが不思議である。
　『五百五十句』と『六百句』の間の期聞はわずか四、五年しかないのに、このように外
来語の表記ががらりと変わっているのは、一つには、前者に地名が多いためと思われる
が、やはり時代の推移も多少は影響しているのかもしれない。
　それにしても、『六百句』の句が作られた昭和十六年から二十年といえば、日本は太平
洋戦争の真っ最中で、英語は敵性言語として使用が禁止されていた。そのような時代に、
数は多くないにしても、虚子が俳句の中でこのように英語を使っていたというのは意外で
ある。
　秋元不死男は昭和十五年に作った
　　　冬空をふりかぶり鉄を打つ男
21）　青柿堂、昭和22年
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という句が、反社会的だということで警察に検挙され、中村草田男は
　　　壮行や深雪に犬のみ腰をとし
という句で反戦主義者ではないかと当局に疑われたというが、英語は敵性言語ではある
が、必ずしも反戦的ではないので、当局もやかましいことは言わなかったのであろうか。
??
　外来語を積極的に、かつ意図的に俳句に用いた最初の俳人は山口誓子（1901～1994）
である。彼の第一句集『凍港』刎には286句が収録されているが、そのうち外来語を用い
たものが39句ある。パーセンテージにすると13パーセント強となる。これほど多くの外
来語を用いた句を含む句集はこれ以前には無い。一冊の句集にこれだけ多くの外来語を用
いた句があるということは、単なる偶然とは言えず、そこには作者の意図をはっきりと見
て取ることが出来る。
　誓子はなぜ外来語をこのように多用したのであろうか。それには彼の生い立ちに大きな
理由があったと思われる。誓子は明治三十四年に京都に生まれたが、明治四十五年、当時
は、日本領だった樺太に渡り、祖父と暮らす。以後、大正四年、京都一中に入学するまで
四年半をここで過ごす。当時の樺太は日露戦争の直後で、誓子の住んだ大泊にはロシア時
代の面影が街の至る所に残っていた。
　　　凍港や旧露の街はありとのみ
「旧露の街」とはコルサコフ、日本領となって大泊と改名された。「ありとのみ」とある
が、誓子が大泊に来た明治四十五年は、日露戦争が終わってわずか七年、ロシアの面影は
まだ相当に残っていたはずである。ここでの生活が、誓子の異国への関心を呼び覚まし、
それが外来語への興味につながったのではないかと思われる。
　誓子が初めて外来語を用いた句を作ったのは大正十五年、次の3句である。
　　　硬雪に焚く炭俵スキー会
　　　雪窪に炭火焚き陥つスキー会
　　　雪挿しに長路のスキー休めあり23〕
これは大泊中学時代を回想した句だという。24〕この時代、日本内地ではまだスキーは珍し
く、ましてや、「スキー会」などというものはなかったであろう。スポーツを俳句に詠ん
だ元祖は正岡子規で、彼は「べ一スボール」の句を作ったが、スキーの句は誓子のこれら
の句が最初であろう。子規は野球が好きで、自分も選手として活躍したので野球の句を作
22）
23）
24）
東京素人社、昭和7年
『凍港』、p，22
自選自解『山口誓子句集』、白風社、昭和44年、p．12
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ったが、誓子がスキーの句を作ったのは、スキーが好きだったというより、身の回りにス
キーがあり、それに興味を持ったからである。この点、子規とは発想が全く違う。子規が
野球の句を作ったのは、たまたま白分が野球をしていたからで、野球の句を作ろうと意図
したのではなかった。誓子ははじめからスキーの句を作るつもりで作っている。スキーの
句を続けて3句も作っているということが、それを証明している。
　昭和五年には誓子はキャンプの句を作っている。
　　　けふ来たる海草中の青キャンプ
　　　海暮れてキャンプの尖り目には立たぬ
　　　日照りては居雲真白きキャンプかな
　　　美き雲にいかずちのゐるキャンプかな
　　　いかずちの夜空を離らぬキャンプかな
　　　キャンプ寝て太白西に落ちゆけり
　　　高浪に眼をねむらざるキャンプかな25〕
「スキー」の句は3句だったが、今回は「キャンプ」の句を6旬も続けて作っている。「キ
ャンプ」という語、ないし主題にたいする並々ならぬ執着が感じられる。
　スポーツの句へのこだわりは、巻末の「スケート」の句の連作に至って極まる。ここに
は「アサヒ・スケートリンク」と題して、スケートの句がなんと10句も並ぶ。
　　　スケート場四方に大阪市を望む
　　　スケートの紐むすぶ間も逸りつつ
　　　スケートの真顔なしつつたのしけれ
　　　汚れたるスケート場は黄となんぬ
　　　四方の披璃スケート場を映す夜ぞ
　　　スケートのをとこのにほひ濃かりけり
　　　スケートのをんな狐臭を発しけり
　　　スケートの君横顔をして憩ふ
　　　スケートの君は帽子のうちに眉
　　　スケート場沃度丁幾何の壕がある2刮
誓子が『凍港』の樟尾にこれらの句を置いたということは、決して偶然ではなかろう。一
つには連作という新しい形式への挑戦、もう一つは「スケート」という新しい主題への挑
戦がこれらの句に込められていることは誰の目にも明らかである。このことに対して虚子
は『凍港』の序文で、
　　　今の俳句界の誓子君に待つところのものは多大である。其の句にしても従来の俳句
25）　『凍港」、pp．82～84
26）同上、pp．125～127
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　　の思ひも及ばなかつたところに指をそめ、所謂辺境に鉾を進むる概がある。
と述べている。
　花鳥言風詠を唱導する虚子にとって誓子のこの逸脱ぶりは、恐らく目を疑うほどだったに
違いない。しかし、さすがに騒がず、『辺境に鉾を進むる概がある』とその新しさを賞揚
している。しかし、そのあと、
　　　この『凍港』三百章を読む人は、誓子君が或いは俳句界を見棄てるかもしれぬとい
　　うことを是認するかもしれぬし、或いは俳句界に歩を駐めて長く征夷大将軍たらんと
　　するものとも看守するであらう。また俳句は如何に邊塞に武を行っても、尚且つ花鳥
　　諏詠詩であるといふことをも諒解するであらう。
と述べ、急進的な誓子の傾向に対して釘をさすことも忘れていない。
　『凍港』で最も注目されるのはこれらスポーツを詠んだ句だが、それ以外にホテルやダ
ンスを詠んだ句も異色である。
　ホテルの句は「宝塚ホテル」と題する章が二章あり、次のような句がある。
　　　扉のひまに厨房見ゆるクリスマス
　　　わらべらに寝ねどき過ぎぬクリスマス
　　　ある部屋に紅羽蒲団見しホテル
　　　臥床あり除夜のホテルの屋根裏に
　　　元日やホテルの弓場は的を置かず27〕
クリスマスの句はすでに子規にも先例があるが、28〕ホテルの句は誓子のこれらの句をもっ
て晴矢と言ってよいであろう。虚子のいう「花鳥諏詠」に従ってもっぱら自然を詠んでき
た当時の俳人たちにとって、これらの誓子の句が大きなショックだったことは想像に難く
ない。
　ショックといえば、「ダンスホール宝塚会館」と題する、次のダンスの句なども当時の
俳句界の常識を超えた破天荒なものだったに違いない。
　　　除夜たのしワルツに青きひかりさす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ　　　をとめ等の奏ずるジャズにジャズ咲まし
　　　ジャズバンドはしゃぎて除夜も深まれる
　　　歓楽のジャズに年去り年来る2助
これらの句が作られたのは昭和六年、ダンスはすでに珍しいものではなかったが、俳句に
ダンズホールが詠まれたのはこれが初めてであろう。というより、このあとも、ダンスを
詠んだ句はあるだろうが、ダンスホールを詠んだ句はまだないのではなかろうか。まさに
27）　同上、pp．73～77，96～97
28）　「七人の子供むつまじクリスマス」（明治29年作）『子規全集』第2巻、p．599
29）　『凍港』、PP．92～95
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空前絶後の試みといってよい。誓子の旺盛な好奇心を伺うことができる。
　誓子はこの時、実際にダンスホールの中に居て、白分でも踊っていた。次のような句が
ある。
　　　除夜たのしわが踊り手は歯をかくさず舳
「わが踊り手」とは誰であったか。「歯をかくさず」というから、にこにこ談笑しながら踊
っていたのであろう。当時の女性は笑うとき、歯を見せるのは、はしたないとされてい
た。「歯をかくさず」踊る女性は、そういう古いしきたりに囚われない近代的な女性を描
いたものである。
　こういう句は、ショックを通り超えて、人によっては、西洋かぶれとして箪盛をかった
かもしれない。
　さらに、これらの外来語を用いた俳句で注目されるのは、これらの俳句がすべて単独で
はなく、一連の作品としてまとまって作られているということである。
　連作は過去にも例が無いわけでない。例えば、この時期、水原秋桜子は数多くの連作俳
句を作っている、31〕しかしそれらは代表作「菊と鶴」32〕に見られるように自然を詠んだも
のである。それに対して誓子の連作は社会やスポーツを詠み、しかも、それが外来語を用
いてなされた、ということが常識を越えていた。それが虚子をして「辺境に鉾を進むる概
がある」と言わしめたのである。
　秋桜子や誓子の影響で、一時、俳句界に連作が流行する。しかし、連作はやがてマンネ
リに陥り、衰退してゆく。誓子自身も作らなくなるが、外来語への関心は終生失われるこ
となく続いている。戦後は英語の普及もあって、外来語を用いた俳句は急増するが、そう
いう中で誓子の使う外来語には誓子らしさが貫いている。それはスポーツ用語である。
　スキー、キャンプ、スケートに続く誓子のスポーツを詠んだ句を挙げてみよう。
　　　ピストルがプールの硬き面に響き（昭和11年）
　　　ダイビング空中のこと短きかな（〃28年）
　　　冬山にピッケル突きて抜きしあと（・31年）
　　　ナイターに見る夜の土の不思議かな（・35年）
　　　隅の隅にてラグビーの最も明（〃46年）
　　　青リンク猿投の姫の裳裾なる（・50年）注・猿投は猿投山のこと
誓子は外来語を俳句に用いることによって新境地を開いた。しかし、誓子の時代、大正か
ら昭和へかけての時代は、日本全体としてはまだ外来語に対してなじみが薄く、誓予自身
も使ってはみたものの、完全に使いこなすまではいかず、一つの試みに終わったかの感が
30）　同上、p．93
31）俳句シリーズ・人と作品『水原秋桜子」、桜楓社、昭和38年、pp，85～91
32）　同上、pp．86～87
外来言吾と俳旬 フ9
ある。外来語が完全に日本語に同化し、日本語と同等に使われるようになるのは第二次大
戦後である。
　ただ、ここで一つ注目しなければならないのは、『凍港』に使われている外来語は、ほ
とんどがカタカナで表記されているということである。漢字にルビが振られているのは、
　　　　　　七ント　　　朝焼けや聖マリヤの鐘かすか
　　　　　　　テウス　　　露の花舗天王を祈るもの来る
　　　　　　　　　　　　ガラ廿　　　主の前の日焼け童に聖寵あれ
の3句だけで、これらはいずれもキリスト教に関する語ばかりである。
　子規以来、外来語は漢字にルビを振って使われてきたが、誓子は『凍港』において、当
て字を使わず、カタカナだけを用いた。これは明らかに挑戦であり、冒険である。しか
し、このことによって、少なくとも俳句においては、外来語は日本語におんぶされたよう
な申途半端な存在ではなく、完全に独立した言葉として市民権を得たということが出来
る。『凍港』の最大の功績の一つはそこにあると言えよう。
